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C   171　　 『調理叢書J   に みる将軍の献立,について

〔(杜) 日本 家政 学会

梅花短大　　 高正晴子

目的　　　 江戸時代の中期から後期にかけて日本料理は完成の域に達するが、その完熟期である文政年間の徳川

将軍の献立記録を通して、 当時の最高権力者の食事を知る。

方法　　　 国立国会図書館所蔵の『調理叢書』に記載されている将軍の献立記録によ･り、その構成の検討をし。

献立形式や料理について考察する。『調理叢書一』～『調理叢書六J は祝儀や佳節の献立記録であり、 『調理叢

書七j ～『調理叢書十八止』は、 １月から1  2 月 までの1  2 ヵ 月間の献立記録である。 このうちの『調理叢書七』

～『調理叢書十八止j により献立形式や料理を知る。 この内容が当時ではどの程度のものかを知るため、 江戸詰

めの大名の献立記録や下級武士の日記等との比較を試みる。

結果　　　 『調理叢書』は奥付に文政6 年（18  2 3 ）とあり、1  1 代将軍徳川家斉の献立記録である。 『調理

叢書七』～『調理叢書十八止j にみる1  2 ヵ 月間の献立数は、 朝食（朝）3  5 3, 昼食( 御二度目）3  5 1 、タ

食（御三度目）3  5 2 であり、 その他酒肴や弁当等がある。 献立の形式は、朝食では〔置合・汁・香の物・煮物

・飯・湯豆腐〕の様な１汁４菜が最も多くついで１汁5 菓、昼食でも〔置合・汁・香の物・煮物・飯・煮立〕の

’様な１汁４菜が多く、 夕食は〔赤貝焼・飯・香の物・煮物・色付焼〕の様な4 菜が多い。 江戸詰の大名の食事〔

朝食は汁と猪口の１汁１菜・昼食は平の１菓・夕食は皿の１菜〕、下級武士の食事〔朝食は飯と汁・昼食と夕食

は飯と1  菜のみ〕に比べると豪華な食事内容である。 季節による料理や食品の違いについては検討中である。

C 172　　 朝鮮通信 使饗応食（ 第11 報）

長 崎女子短大　 ○大坪藤代

船 中 御 見 舞｡の 折 ・ 重. 樽 に つ い て

香 川 県 明 善 短 大　　 秋 山 照 子

（ 目 的 ） 通 信使 へ の 饗 応 接 待 は 道 中 宿 泊 地 で の 饗 応 お よ び 江 戸 で の 着 、発 、 城 中 饗 応（ 攘

宴 儀 ） が あ る が 、そ の 外 に 参 向 時 兵 庫 、 下 向 時 淀 で の 船 中 御 見 舞 とし て 折 、 重, 樽 が 三 使

・ 上 々 官 等 へ贈､ら れ る の が 慣 例で あ ■a  ft:。 そ こ で宝 暦・ 文 化 通 信 使 の 贈物 の 内 容 及 び 経費

につ い て 調 査を 行 い 、 贈 物 の 意義 に つ ’い て 検 討 し た 。

（ 方 法) 主 と し て 宗 家IB  録 類 によ ■3    た 。

（ 結 果)  ① 易 地 聘 礼 と な っ た 文 化 信 使 で も 副 使 脇 坂 中 務 大 輔 によ る 御 訪 と し て ２ 度 贈 ら れ

た 。 ② 対 象a. 宝 暦 ま で はΞ 使 ・ 上 々 官 一通詞 他 であ っ た が 、文 化 で は 両 使 ・ 上 々 官 の ５名

身 分

贈 紬

正使 ■副使 上　 々　官

１ 回目 ２ 回目 １ 回目 2 III目
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肴　　 ５
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1 IB  目: 参 向 に 相 当　2  回 目 ： 下 向 にtg  淘

と な っ た 。 ③ 文 化 で の 贈 物 の 内 容 は 表

の 通 り で宝 暦 な ど と ほぼ 同じ で あ る 。

④ 贈 物 に要 し た 費 用は　426 両 余 、 米 価

換 算 で2850 万 円 程 で あ っ た 。 う ち17 ％

は 遠 隔 地 によ る 不 慣 れ の た め の 上 乗 せ

分 、9  ％ は 菓 子 職 人 派 遣 等 人 件 費 及 び

荷 づ く り 費 であ る ⑤こ の 贈 物 の 費 用 は

対 馬（ 江 戸 ） で の 三 度 の 饗 応 食 の1 ／15

に 相 当 する 。


